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    ☆著者の東條恵先生は、新潟県はまぐみ小児療育センタ－の所長で、小児科医師です。 

     氏は現在、上田法治療研究会の副会長・理事の要職をも務められています。 

     また、平成元年以来２６年余りの長きにわたり先生ご自身が 

上田法治療を実践してこられました。 

     これまでにも幾多の学会等で上田法に関するご発表をされ、 

     多くの学術論文をも記述（リバビリテーション医学、脳と発達、他）されています。 

     今回の本は、上田法に関して長年にわたる先生のご尽力の総集編とも言うべきものです。 
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●1988 年に上田正先生が発表した  「上
　田法治療」を長年施術し検討を続けて
　きた著者による、脳性まひ・痙直型ま
　ひの療育記録。

●上田法施行または未施行の脳性まひに
　おける長期間かつ継続的な検討結果を
　多数紹介。脳性まひの問題点に迫る。

●上田法の具体的施術方法と治療効果を、
　他理学療法やボツリヌス療法と比較し
　紹介。

●整形外科医と小児神経科医、そして理
　学療法士と作業療法士におすすめする
　一冊！
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